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受賞者： 中村　尚（東京大学先端科学技術研究セン
ター）

業　績： 中・高緯度の大規模な大気循環変動メカニズ
ムに関する研究および異常気象分析を通じた
気象業務との連携の推進

選定理由：
　中村　尚氏は，北太平洋域での傾圧不安定波活動度
の冬季抑制に関する研究で1994年度山本・正野論文賞
を受賞し，その後，中・高緯度の気候系と総観規模現
象とのスケール間相互作用の力学的研究で2004年度気
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象学会賞を受賞した．受賞後も共同研究等により，日
本付近の気候形成とその変動に深く関わる様々な現象
のメカニズムを解明し，さらに，ストームトラックの
形成における中緯度海洋前線帯の役割をデータ解析と
数値実験により明らかにした．
　中村氏は，「気候系の形成と変動における中緯度海
洋の能動的役割」という新パラダイムを国内外連携の
下に着想し，2010‒2014年度の科学研究費新学術領域
研究「気候系の hot spot：熱帯と寒帯が近接するモン
スーンアジアの大気海洋結合変動」を発足させ，東ア
ジア縁辺海・北西太平洋を主たる研究対象域とした観
測とモデリングの両面での大気・海洋分野の研究者融
合型研究を主導した．研究者約70名と大学院生約30名
を統率し，観測船 3隻の同時観測や航空機と船舶の同
時観測等を成功させた．具体的な成果として，（1）黒
潮・親潮と東アジアモンスーン・ジェット気流の不安
定性に起因する海洋渦・大気擾乱と大規模な海流系・
気流系との多階層相互作用；（2）冬季大陸上の強い冷
却と黒潮からの熱放出が励起する大気波動と，海洋か
ら対流圏・成層圏まで鉛直結合した大気変動；（3）モ
ンスーン・対馬暖流などの大規模循環系が北西太平洋
域の水温・海氷分布に与える影響と，逆に水温・海氷
分布が豪雨・豪雪をもたらす小低気圧の発生や温帯低
気圧の急発達に与える影響などの解明がある．また，
中村氏は2019年度に発足した後継の新学術領域研究に
おいても主要メンバーを務めている．
　中村氏は，気候系の研究における長期再解析データ
の重要性を早くから認識し，気象庁の長期再解析推進
委員会（現懇談会）委員として JRA‒25，JRA‒55長期
再解析を推進した．観測データの影響評価を目的とし
た複数プロダクト作成，事前公開による早期品質評価
の提言，速報論文の作成などにより再解析データの幅
広い利用に貢献した．特に，黒潮・親潮続流域など水
温前線域直上の大気メソスケール構造を再解析データ
で再現するには高解像度海面水温データが不可欠なこ
とを見出し，これを JRA‒55の追加データ（JRA‒
55CHS）の作成により実証した．この成果は気象庁の
次期再解析 JRA‒3Qに活かされている．
　気象庁異常気象分析検討会は，大学・研究機関等の
専門家との連携の下，最新の科学的知見に基づく異常
気象の分析検討を行い，その見解を迅速に公表してい
る．中村氏は，発足当初から委員（会長代理）を務め，
気候解析の専門家として異常気象要因の見解作成に貢
献するとともに，自らの研究で開発した気候診断ツー

ルを提供した．2017年には会長に就任し，平成30年 7
月豪雨に関しては，個別の事象に対する地球温暖化の
影響を初めて見解に盛り込み，国民や行政の温暖化影
響に関する認識を深めた．さらに，豪雨や続く猛暑の
要因に関する論文も発表するなど，学術研究と気象業
務の深い連携の構築に寄与した．
　また，中村氏は日本学術会議の第23‒24期（2014‒
2020年）会員として地球惑星科学委員会や環境学委員
会の主要メンバーとして学術コミュニティの振興に尽
力してきた．特に，国際連携分科会や Future Earth・
WCRP合同分科会などの委員長として，国際学術会議
（ISC）傘下の地球惑星科学関連の国際組織等と連携し
た活動を推進している．さらに，国際委員活動でも，
国際大気科学協会（IAMAS）執行委員会日本代表及び
気象力学国際委員会（ICDM）日本代表，気候変動研
究計画（CLIVAR）米国委員会西岸境界流WG委員，
日米気候変動会議WG共同議長，日欧気候変動会議プ
ログラム委員会共同議長等の役割を担ってきた．
　このように，中村　尚氏は大規模な大気循環変動メ
カニズムに関する研究および異常気象分析を通じた気
象業務との連携の推進に多大な貢献をなしてきてお
り，2020年度日本気象学会藤原賞を贈呈するものであ
る．
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